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令和 5 年度の当初予算概要
一般会計予算　182 億 5,000 万円

▽通常予算　約 158 億 5,000 万円
▽東日本大震災予算　約 3 億 8,000 万円
▽令和 4 年福島県沖地震災予算　約 19 億
8,000 万円
▽感染症対策予算　約 4,000 万円

そ

そのほか　10 億 744 万円
（5.5％）〔前年△ 2.3%〕
消防費、商工費、議会費など

　令和 5 年度一般会計の当初予
算は、令和 4 年福島県沖地震
の災害復旧事業に継続して対応
する必要があることなどにより、
前年度より増額となっています。
　歳出については、災害復旧事
業に加え、新型コロナウイルス
感染症対策として、発熱外来設
置の継続に必要な経費などの予
算を計上しています。
　ここでは、目的別に、主な事
業を紹介します。

　各予算の事業
の紹介で（新）
となっているも
のは、新規事業
（令和 4 年度当
初予算にない事
業）だよ。

歳出内訳
（目的別）

（％は構成比）
〔％は前年度比〕 教育費　20 億 7,263 万円

（11.4％）〔前年△ 0.5%〕
学校教育・生涯学習の充実、
スポーツ施設の管理経費など

民生費　49 億 8,507 万円
（27.3％）〔前年△ 3.0%〕
子育て支援、高齢者・障がい者支援、
生活保護費、被災者支援など

土木費　19 億 3,909 万円
（10.6％）〔前年△ 12.8%〕
道路や公園、市営住宅などの整備・
維持管理など

農林水産業費　7 億 7,408 万円
（4.3％）〔前年△ 4.9%〕〕
農業、林業、水産業の振興費など

総務費　15 億 9,491 万円
（8.7％）〔前年△ 14.2%〕
税務、戸籍管理、選挙など

公債費　19 億 5,528 万円
（10.7％）〔前年＋ 6.8%〕
市の借金に対する返済費

民生費
●放課後児童クラブ・世代間交流事業　
1 億 5,958 万円

●子ども医療費助成事業　
1 億 3,969 万円

●生活保護扶助事業　
2 億 7,547 万円

衛生費　19 億 8,830 万円
（10.9％）〔前年＋ 0.9%〕
環境保全、疾病予防、健康増進など

災害復旧費　
19 億 3,320 万円

災害復旧費
●道路橋りょう災害復旧費
1 億 5,078 万円
　令和 4 年福島県沖地震などにより被災した道路・
橋りょうなどの災害復旧経費です。
●災害廃棄物処理経費　
16 億 6,114 万円
　令和４年福島県沖地震により被災した建物の解体
による災害廃棄物の処理などに必要な経費です。　

教育費
●ICT活用教育支援事業

●幼稚園教育無償化事業
8,778 万円

●学校給食無料化事業
1 億 9,108 万円

4,022 万円
　タブレットなどを活用
した教育支援のために必
要な経費です。

●心のケア事業
2,390 万円
　東日本大震災で被災した児童生徒やその保護者な
どに対して、臨床心理士によるカウンセリングなど
の心のケアを継続し、子どもたちの健やかな成長を
支援します。

タブレットを活用した授業

学校給食

（10.6％）〔前年＋4,064.6%〕
道路や橋りょうなどの災害
復旧に要する経費など
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●問い合わせ先　財政課（☎ 37-2123）

●（新）都市空間情報デジタル基盤構築支援事業
1 億 84 万円

●公園緑地等管理経費
3,963 万円
　尾浜こども公園など、市内の都市公園の維持
管理に必要な経費です。

土木費

農林水産業費
●浜の駅松川浦管理運営経費　

●（新）農業支援事業　
1,848 万円
　下水処理場にて処理した汚泥を活用し、農業用
肥料の価格高騰および資材不足対策への支援を行
います。

そのほか
消防費、商工費、議会費など

●消防施設整備経費
2,676 万円
　小型動力ポンプ積載車などの整備などを行いま
す。

3,238 万円
　浜の駅松川浦を活
用して風評被害の払
しょく、交流人口の
拡大を図ります。

浜の駅松川浦のイベント

　都市計画情報のデジタル化を推進し、今後のま
ちづくりに活用するための経費です。

●議会運営経費
1 億 3,333 万円

●地域魅力向上・発信事業
2,299 万円
　市内の観光施設を周遊するイベントなどを行い、
市外・県外の方に向けて市の魅力を発信し、風評
被害の払しょくを図ります。

●排水機場維持管理事業
4,414 万円

衛生費
●感染症対策事業
2,541 万円
　発熱外来の設置など、新型コロナウイルス感染
症の市内まん延を予防するための対策を実施しま
す。

●公立相馬総合病院への負担金
4 億 2,149 万円

●ごみの収集・処理経費
6 億 6,219 万円
　ごみステーションに排出されるごみの収集、分
別、処理に必要な経費です。

総務費
●（新）移住・定住支援事業

●（新）県議会議員選挙事業
1,704 万円

555 万円
　移住定住総合窓口で市に移
住を希望する方のサポートを
行います。

●地方路線バス運行経費
4,446 万円

●（新）市議会議員選挙事業
4,463 万円

●お出かけミニバス運行経費
2,214 万円

●（新）出産・子育て応援交付金事業
2,589 万円
　妊婦、子育て家庭が安心して出産、子育てがで
きるよう、支援を行います。

次のページには、歳入や特別会計など
を掲載しています。
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そ

使用料・手数料・財産収入など
5 億 2,928 万円（2.8％）〔前年＋ 6.1%〕

地方譲与税など　13 億 809 万円
（7.2％）〔前年＋ 6.4%〕
国が集めたガソリン税や自動車重量税、消費税
などから、一定の基準により配分されたお金

一般会計当初予算額の推移

特別会計予算
　特別会計は、特定の事業を行うために、
一般会計とは財布を分けて管理しています。

特別会計名 予算額 前年度比

国民健康保険 37 億 8,400 万円 △ 1.8%
後期高齢者医療 4 億 7,200 万円 ＋ 2.4%
介護保険 38 億 6,458 万円 △ 1.9%
光陽地区造成事業 11 億 5,605 万円 ＋ 0.0%

合計 92 億 7,663 万円 △ 1.4%

　歳入については、令和元年
東日本台風による災害復旧事
業の進ちょくによる市債の減
額を見込んでいます。一方で
歳出同様、令和 4 年福島県沖
地震による災害復旧事業の増
加などにより、国・県支出金
および財政調整基金からの繰
入金が増加する見込みであり、
前年度と比較し、増額となっ
ています。

一般会計
歳入予算

諸収入　2 億 9,298 万円
（1.6％）〔前年＋ 0.2%〕

歳入内訳
（％は構成比）

〔％は前年度比〕

（単位：百万円）

通常予算 東日本大震災予算
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地方交付税　38 億 1,543 万円
（20.9％）〔前年△ 0.6%〕
税収の多い少ないに関わらず、どの自
治体でも一定の行政サービスができる
ように国から交付されるお金

国・県支出金　42 億 9,126 万円
（23.5％）〔前年＋ 13.4%〕
国・県からの負担金・補助金など

企業会計 予算額 前年度比

下水道事業
収益的支出 11 億 9,490 万円  ＋ 0.4%
資本的支出 6 億 6,580 万円 ＋ 3.1%

合計 18 億 6,070 万円 ＋ 1.4%

企業会計予算
　公共下水道事業および農業集落排水事業
は、令和２年度より企業会計に移行しまし
た。これにより、経営基盤の強化や財政マ
ネジメントの向上などを図っていきます。

市税　50 億 4,254 万円
（27.7％）〔前年＋ 0.1%〕
市民の皆さんや会社が納める税金
　▽市民税　18 億 8,434 万円
　▽固定資産税　27 億 1,526 万円
　　など

繰入金　25 億 1,942 万円
（13.8％）〔前年＋ 48.7%〕
他の会計や特定の目的に積み立て
た基金などから充てる資金
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令和元年東日本台風などの予算

市債　4 億 5,100 万円
（2.5％）〔前年△ 27.2%〕
金融機関などから借り入れる市
の借金
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　今年度の東日本大震災に関連する
予算は、前年度の約 3 億 5,000 万円
から 2,600 万円増額となり、約 3 億
7,600 万円となっています。予算全
体に占める割合は、2.1％です。
　また、令和４年福島県沖地震など
の災害復旧事業に関連する予算は約
19 億 8,400 万円となっており、予算
全体に占める割合は、10.9％です。


